＃３運営企画Ｇ会議（１８－８－４   一部修正８－８）

運営企画Ｇ

＜検討事項＞

―策定活動計画の策定（全プロセスの設計）
市民会議は、今後のあらゆる活動の原点である設計図がないままの状況で動いている。全員が共有する計画を最優先で明らかにすべきである。

・３月の市民会議活動イメージをベースに運営委員会で作る。たたき台は当Ｇで作る。

１、第１期検討テーマ、スケジュールの見直しについて

・

２、第２回策定部会（７月２８日）のまとめとその取扱い

· 各班意見の分析と第３回以降への反映、学習部会への依頼

· 整理担当を決める

３、９月の第３回策定部会（実質策定作業の１回目）のすすめかた  テーマ、その準備

・上記１，２をうけて、どのテーマでどうやるかを決める  

４、ＩＴ班、昼間班の立ち上げ

―以下は８月１６日以降に検討予定

５、班長および班長会＝策定部委員会（仮称  以下委員会と称す）について

・班長の選任：各班で班長、副を各１名、自薦または他薦で、８月３１日全体会または９月第３回策定部会で選任する

· 班長の役割、任務：  班長は班の取りまとめおよび委員会委員の役

· 班会議＝策定部委員会：  班長（副）＝委員で構成し、条例策定作業に関する企画、実施および部会の運営業務にあたる。ただし、策定支援固有の業務（ＰＩ部会）、策定作業以外の会全体に関わる業務（運営委員会）を除く。   別図参照
· 策定部会を代表する策定部会長は委員長が兼務する

６、運営委員会の運営企画Ｇと班長会＝策定部委員会との関係  

・別図参照

７、ＰＩグループ またはＰＩ部会との関係、調整

・別図参照

８、学習グループ、渉外グループとの関係、調整  

・別図参照
９、策定部会の運営は策定部会（策定部委員会）でおこなう

· 全体会との関係、運営委員会との関係   別図参照
· 班長選任後策定部委員会ができるまでは現行のやりかたで

１０、第１期班別テーマ検討作業以外のしごと。 

・専門講師（アドバイザー）の選任、検討内容や進め方についての相談、アドバイス

・行政サイドとの協働場面の設定

· 議会（特別委員会、個別議員）との協働場面の設定

· 上記に検討作業を含めた１期の総合的策定活動のスケジュール化

１１、第２期の策定作業（条文草案策定）の進め方、体制、 スケジュール

· 草案起草チームを別途結成する必要があろう。班別活動との関係をどうするかなど逐次詰める。

１２、その他

